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体験教育企画社長　藤澤　安良

環
境
と
田
舎
へ
の
旅

ガ
ー
デ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

国
交
省
、先
進
事
例
を
紹
介

道
ガ
ー
デ
ン
街
道

周
年
セ
ミ
ナ
ー
で

年
間
宿
泊
者
数
の

最
下
位〝
脱
却
〟を

東
京
で
観
光
セ
ミ
ナ
ー
開
催

徳島県

あかね和牛認知へ
愛媛県

都内５店舗で提供

竹
田
城
跡
で
雲
海
鑑
賞

列
車
貸
し
切
り
ツ
ア
ー
阪急交通

「
日
本
一
を
味
わ
っ
て
」

福
島
県
　

東
京
で「
酒
ま
つ
り
」

観
光
振
興
な
ど
で

連
携
協
定
を
締
結

香
川
県
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
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ア
マ
ゾ
ン
流
域
で
大
規
模
な

火
災
が
発
生
し
、
四
国
全
域
に

匹
敵
す
る
ぐ
ら
い
の
広
大
な
面

積
が
焼
失
し
つ
つ
あ
る
。
対
岸

の
火
事
で
は
な
く
、
地
球
の
反

対
側
の
火
事
で
は
あ
る
が
、
絶

滅
危
惧
種
を
含
む
稀
少
動
植
物

の
宝
庫
で
も
あ
り
、
地
球
環
境

や
生
態
系
に
及
ぼ
す
影
響
は
極

め
て
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

　
日
本
で
は
北
九
州
地
方
を
中

心
に
、
数
年
前
か
ら
よ
く
耳
に

す
る
「
線
状
降
水
帯
」
に
よ
る

大
雨
や
洪
水
が
発
生
し
て
い

る
。
多
分
に
地
球
温
暖
化
と
の

関
係
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

　
原
発
の
放
射
性
物
資
も
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
も
温
暖
化
も
、

地
球
上
で
起
こ
る
こ
と
の
ほ
と

ん
ど
は
地
球
で
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
国
を
代
表
す
る

政
治
家
が
、
京
都
議
定
書
も
パ

リ
協
定
も
な
い
が
し
ろ
に
し
た

り
離
脱
し
た
り
す
る
よ
う
な
動

き
が
あ
る
こ
と
は
実
に
情
け
な

い
。

　
人
間
は
目
先
の
こ
と
や
直
接

感
じ
た
り
す
る
状
況
に
は
対
応

す
る
が
、
未
来
や
先
の
話
は
重

要
視
し
な
い
傾
向
が
あ
る
。
地

球
環
境
問
題
は
１
国
の
利
害
や

選
挙
の
票
の
た
め
に
揺
ら
ぐ
よ

う
な
問
題
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
隣
国
や
友
好
国
と
の
間
で

も
、
言
い
分
は
自
分
中
心
が
多

す
ぎ
る
。

　
全
国
各
地
に
足
を
運
ん
で
い

る
が
、
目
先
の
こ
と
し
か
考
え

て
い
な
い
の
は
国
内
で
も
同
じ

で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
現
状
の

課
題
が
山
積
し
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
そ
れ
す
ら
解
決
の
た

め
に
向
か
わ
な
い
現
状
維
持
派

の
首
長
が
多
い
。

　
現
状
維
持
は
ほ
ぼ
後
退
を
意

味
し
、
未
来
の
絶
望
に
つ
な
が

る
と
思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
面
子
、
欲
得
、
利
権
、
保

身
、
票
な
ど
、
自
分
フ
ァ
ー
ス

ト
で
考
え
る
首
長
の
多
い
こ
と

は
残
念
で
あ
る
。住
民
、地
域
、

日
本
、地
球
の
た
め
、そ
し
て
、

そ
の
未
来
の
た
め
に
行
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
政
治
家

で
あ
る
。
理
念
と
理
性
を
持
っ

て
ほ
し
い
。

　
手
詰
ま
り
感
が
否
め
な
い
地

方
は
、
活
力
を
呼
ぶ
た
め
に
何

を
す
べ
き
な
の
か
。
答
え
は
一

つ
。
増
え
る
訪
日
外
国
人
も
短

時
間
の
通
過
型
で
は
経
済
に
跳

ね
返
る
額
は
軽
微
で
あ
り
、
旅

の
目
的
地
と
な
り
、
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
宿
泊
飲
食
、
あ
る
い

は
物
産
と
後
に
物
流
に
つ
な
が

る
、
体
験
滞
在
交
流
型
の
観
光

振
興
に
他
な
ら
な
い
。

　
こ
の
分
野
は
、
国
内
旅
行
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
リ
ピ

ー
タ
ー
に
な
り
に
く
い
名
所
旧

跡
、
神
社
仏
閣
、
風
景
は
行
き

つ
く
さ
れ
た
感
が
あ
り
、
旅
の

募
集
に
苦
戦
す
る
こ
と
に
な

る
。

　
し
か
し
、
今
ま
で
行
っ
た
こ

と
が
な
い
、
泊
ま
っ
た
こ
と
が

な
い
、
知
ら
れ
て
い
な
い
田
舎

に
隠
れ
た
魅
力
が
山
積
み
に
な

っ
て
い
る
。
体
験
交
流
型
の
観

光
資
源
は
、
豊
か
な
自
然
を

「
ゆ
っ
く
り
と
時
間
」
を
か
け

て
楽
し
む
こ
と
、
農
林
水
産
業

な
ど
の
食
料
生
産
現
場
で
直
に

そ
の
「
作
業
」
に
関
わ
り
、
最

も
鮮
度
が
良
い
お
い
し
い「
食
」

を
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
る
。

　
高
齢
化
の
進
む
田
舎
で
今
学

び
た
い
こ
と
が
あ
る
。
仕
事
の

仕
方
に
も
、
食
事
の
作
り
方
に

も
、
伝
統
工
芸
に
も
、
高
齢
者

の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
技

と
匠
と
知
恵
」
が
あ
り
、
そ
れ

ら
を
人
は
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。

「
人
の
生
き
様
」
ま
で
観
光
資

源
と
な
る
。

　
日
本
の
田
舎
の
価
値
を
訪
日

外
国
人
は
気
付
き
だ
し
て
い

る
。
今
こ
そ
、
日
本
人
が
日
本

の
田
舎
の
良
さ
を
理
解
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
の
先
に
、
東
京
一

極
集
中
か
ら
交
流
人
口
の
拡

大
、
定
住
移
住
に
つ
な
が
る
道

が
見
え
る
。
旅
行
会
社
も
机
上

の
商
品
造
成
で
は
未
来
が
開
け

な
い
。
地
方
創
生
は
田
舎
へ
の

旅
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。

　
国
土
交
通
省
は
８
月

、

日
、
「
北
海
道
ガ
ー

デ
ン
街
道
」

周
年
記
念
事
業
と
し
て
ガ
ー
デ
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
先
進
事
例
を
紹
介
す
る
「
ガ
ー
デ
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
セ
ミ
ナ
ー
」
を
帯
広
市
の
北
海
道
ホ
テ
ル

で
開
催
し
た
。
観
光
関
係
者
ら

人
が
参
加
。
北
海

道
ガ
ー
デ
ン
街
道
の
取
り
組
み
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共

有
、
全
国
で
の
連
携
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
た
。

十
勝
千
年
の
森
を
視
察
す

る
参
加
者
ら

南
部
エ
リ
ア
を
Ｐ
Ｒ
す
る

四
国
の
右
下
観
光
局
の
竹

内
靖
事
務
局
長

県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
、
み
き
ゃ
ん

も
一
押
し
の
あ
か
ね
和
牛

（
試
食
会
で
）
　

　
鏡
開
き
を
す
る
内
堀
知
事
（
中
央
）
ら
関
係
者

　
福
島
県
は
８
月

、
日
、

東
京
の
Ｊ
Ｒ
新
橋
駅
前
で
同

県
産
の
日
本
酒
を
Ｐ
Ｒ
す
る

イ
ベ
ン
ト
「
ふ
く
し
ま
の
酒

ま
つ
り
」
を
開
い
た
。
県
内


の
酒
蔵
が
約
１
５
０
の
銘

柄
を
持
ち
寄
り
販
売
。
特
設

会
場
で
仕
事
帰
り
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
ら
が
味
わ
っ
た
。
初

日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
に
は
内
堀
雅
雄
知
事
が
参

加
し
、
「
実
際
に
福
島
に
来

て
、
地
元
の
食
と
と
も
に
味

わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛

け
た
。

　
内
堀
知
事
は
「
作
り
手
の

愛
情
が
こ
も
っ
た
酒
を
存
分

に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。
秋
は

温
泉
、
紅
葉
が
楽
し
め
る
季

節
。
福
島
に
来
て
、
疲
れ
た

心
と
体
を
癒
や
し
て
ほ
し

い
」
と
ア
ピ
ー
ル
。
ま
た
、

前
日
発
生
し
た
九
州
北
部
豪

雨
に
触
れ
、
イ
ベ
ン
ト
の
収

益
金
を
全
て
被
災
地
に
寄
付

す
る
意
向
を
述
べ
、
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
を
浴
び
た
。

　
福
島
県
の
日
本
酒
は
全
国

新
酒
鑑
評
会
で
金
賞
受
賞
数

が
７
年
連
続
日
本
一
に
な
る

な
ど
、
味
の
良
さ
に
定
評
が

あ
る
。
「
県
内
の
蔵
元
が
受

賞
の
た
め
の
研
究
会
を
開
い

て
お
り
、
そ
れ
が
影
響
し
て

い
る
の
で
は
」
と
同
県
観
光

局
県
産
品
振
興
戦
略
課
の
担

当
者
。

　
福
島
県
の
酒
ま
つ
り
は


月

、

日
に
も
Ｊ
Ｒ
福
島

駅
前
で
初
開
催
さ
れ
る
。

　
北
海
道
ガ
ー
デ
ン
街
道

は
、
道
の
代
表
的
な
美
し
い

八
つ
の
ガ
ー
デ
ン
（
①
大
雪

　
森
の
ガ
ー
デ
ン
②
上
野
フ

ァ
ー
ム
③
風
の
ガ
ー
デ
ン
④

十
勝
千
年
の
森
⑤
真
鍋
庭
園

⑥
十
勝
ヒ
ル
ズ
⑦
紫
竹
ガ
ー

デ
ン
⑧
六
花
の
森
）
が
集
中

す
る
、
大
雪
―
富
良
野
―
十

勝
を
結
ぶ
全
長
約
２
５
０
㌔

の
街
道
。
今
年
で

周
年
を

迎
え
る
同
街
道
は
、
５
月
に

制
度
が
創
設
さ
れ
、
６
計
画

が
登
録
さ
れ
た
国
の
ガ
ー
デ

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
登
録
制
度
の

第
１
号
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
に
は
セ
ミ
ナ
ー
と
交

流
会
を
実
施
。
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
先
進
事
例
や
商
品
化
戦

略
の
紹
介
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
先
陣
事
例
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
ガ
ー
デ
ン
街
道
の
林

克
彦
代
表
が
「
北
海
道
ガ
ー

デ
ン
街
道
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
」
、
上
野
フ
ァ
ー
ム

ガ
ー
デ
ナ
ー
の
上
野
砂
由
紀

氏
が
「
ガ
ー
デ
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
求
め
ら
れ
る
ガ
ー
デ
ン

と
は
」
、
は
ま
ま
つ
フ
ラ
ワ

ー
パ
ー
ク
の
塚
本
こ
な
み
理

事
長
が
「
人
々
を
魅
了
す
る

植
物
園
の
つ
く
り
か
た
」
を

テ
ー
マ
に
発
表
し
た
。

　
ガ
ー
デ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

商
品
化
戦
略
に
つ
い
て
は
、

ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
花
旅

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
舩
山

純
氏
が
「
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ

ム
『
花
め
ぐ
り
』
の
旅
」
の

実
施
例
な
ど
を
紹
介
。
１
９

９
７
年
の
ツ
ア
ー
立
ち
上
げ

か
ら
ガ
ー
デ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
携
わ
る
舩
山
氏
は
「
日
本

全
国
を
結
ぶ
ガ
ー
デ
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
、
今
ま
で
と
は
違

う
コ
ン
セ
プ
ト
や
ル
ー
ト
で

つ
な
が
る
こ
と
で
新
た
な
魅

力
が
生
ま
れ
、
連
携
や
協
力

を
強
め
る
こ
と
で
さ
ら
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
す
る
」
と
今
後

の
可
能
性
を
語
っ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
東
京
都
市
大
学
の
涌

井
史
郎
特
別
教
授
が
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
「
ガ

ー
デ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
こ
れ

か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
し

た
。

　

日
は
、
エ
ク
ス
カ
ー
シ

ョ
ン
を
実
施
し
、
十
勝
千
年

の
森
、
紫
竹
ガ
ー
デ
ン
、
真

鍋
庭
園
の
三
つ
の
庭
園
を
視

察
し
た
。
　

　
　
　
　
　
【
長
木
利
通
】

　
愛
媛
県
が
開
発
し
た
ブ
ラ

ン
ド
牛「
愛
媛
あ
か
ね
和
牛
」

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
同

県
は
１
日
か
ら

日
ま
で
、

東
京
都
内
の
飲
食
店
５
店
で

あ
か
ね
和
牛
と
県
産
食
材
を

使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す

る
。
８
月

日
に
は
報
道
関

係
者
を
集
め
、
都
内
で
試
食

会
を
開
い
た
。

　
あ
か
ね
和
牛
は
、
県
産
黒

毛
和
牛
に
県
産
か
ん
き
つ
と

亜
麻
仁
油
を
与
え
て
飼
育
し

た
牛
。
赤
身
と
脂
肪
の
バ
ラ

ン
ス
が
良
い
、
柔
ら
か
く
て

ヘ
ル
シ
ー
な
肉
が
特
徴
で
、

「
女
性
や
シ
ル
バ
ー
層
に
食

べ
て
ほ
し
い
」
と
関
係
者
。

　
提
供
店
舗
は
、
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ

Ｏ
Ｋ
Ｕ
バ
ル

屋
コ
レ
ド
室

町
店
（
中
央
区
日
本
橋
）
、

四
国
味
遍
路

屋
丸
の
内
店

（
千
代
田
区
丸
の
内
）
、
鯛

め
し
＆
京
風
お
で
ん
　
折
お

り
（
港
区
赤
坂
）
、
天
外
天

（
文
京
区
千
駄
木
）
、
季
彩

や
　
ひ
で
（
新
宿
区
神
楽

坂
）
。
い
ず
れ
も
「
え
ひ
め

食
の
大
使
館
」
に
認
定
さ
れ

て
い
る
。

　
試
食
会
で
は
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

Ｋ
Ｕ
バ
ル

屋
の
「
あ
か
ね

和
牛
の
ロ
ー
ス
ト
　
梅
と
フ

ォ
ン
ド
ボ
ー
の
ソ
ー
ス
」
と

四
国
味
遍
路

屋
の
「
あ
か

ね
和
牛
の
藁わ

ら

焼
き
～
今
治
野

菜
添
え
」
が
出
さ
れ
た
。
店

頭
で
は
そ
れ
ぞ
れ
１
６
８
０

円
、
２
３
８
０
円
で
提
供
す

る
。
期
間
中
は
あ
か
ね
和
牛

に
合
う
地
酒
も
出
す
。

　
あ
か
ね
牛
は
ま
だ
出
頭
数

の
少
な
い
希
少
和
牛
。現
在
、

年
間
出
頭
数
は

頭
ほ
ど
だ

が
、
２
０
２
２
年
に
は
約
２

倍
の
１
７
０
頭
ほ
ど
を
目
標

と
し
て
い
る
。

　
徳
島
県
は
８
月

日
、
年

間
宿
泊
者
数
最
下
位
脱
却
に

向
け
た
誘
客
拡
大
を
目
的
に

「
徳
島
観
光
セ
ミ
ナ
ー
」
を

東
京
都
千
代
田
区
の
都
道
府

県
会
館
で
開
催
し
た
。
旅
行

会
社
、
徳
島
県
の
観
光
関
係

者
ら
約

人
が
参
加
。
観
光

地
や
着
地
型
観
光
プ
ラ
ン
な

ど
新
た
な
観
光
情
報
を
Ｐ
Ｒ

し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
冒
頭
、
徳
島

県
商
工
労
働
観
光
部
の
香
川

和
仁
次
長
が
「
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
や

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
大

阪
万
博
な
ど
、
国
内
外
に
徳

島
を
発
信
す
る
機
会
を
得
て

い
る
。
食
、
歴
史
、
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
、
新
し
い
徳

島
の
観
光
素
材
の
発
掘
と
磨

き
上
げ
を
行
い
、
年
間
宿
泊

者
数
最
下
位
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
」
と
力
強
く
あ
い
さ

つ
し
た
。

　
観
光
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
徳

島
県
内
各
地
域
が
最
新
の
観

光
情
報
を
紹
介
。

　
県
西
部
エ
リ
ア
は
、
に
し

阿
波
観
光
圏
（
そ
ら
の
郷
）

が
「
共
感
で
世
界
と
つ
な
が

ろ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
地

域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
手
法
を

紹
介
。
戦
略
的
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
千
年
の
か
く
れ
ん
ぼ
～
分

け
入
る
ご
と
に
、
時
は
遡
り

～
」
の
も
と
、
農
山
村
で
の

文
化
体
験
な
ど
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進

し
、
日
本
一
の
「
桃
源
郷
」

を
作
り
上
げ
る
と
発
表
し

た
。

　
県
南
部
エ
リ
ア
は
、
四
国

の
右
下
観
光
局
が
、
徳
島
県

南
部
エ
リ
ア
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
Ｐ
Ｒ
。
徳
島
駅
―
高
知

駅
間
の
国
道

号
に
沿
っ
た

区
間
の
鉄
道
、
バ
ス
が
３
日

間
乗
り
放
題
の
「
四
国
み
ぎ

し
た

フ
リ
ー
切
符
」
や
、

勝
負
の
神
様
と
し
て
た
く
さ

ん
の
招
き
猫
が
奉
ら
れ
る

「
お
松
大
権
現
」
、
新
た
な

体
験
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
「
オ

リ
ジ
ナ
ル
花
火
作
り
体
験
」

な
ど
を
紹
介
し
た
。

　
県
東
部
エ
リ
ア
は
、
ツ
ー

リ
ズ
ム
徳
島
が
水
都
徳
島
の

新
町
川
沿
い
な
ど
で
食
べ
歩

き
を
行
う
「
徳
島
・
庶
民
の

味
め
ぐ
り
」
、
鳴
門
う
ず
し

お
観
光
協
会
が
大
鳴
門
橋
管

理
通
路
を
渡
る
「
う
ず
し
お

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
、
イ
ー
ス

ト
と
く
し
ま
観
光
推
進
機
構

が
川
か
ら
町
を
眺
め
る
「
徳

島
じ
ょ
う
る
り
ク
ル
ー
ズ
」

を
推
し
た
。

　
ま
た
、
旅
行
商
品
造
成
支

援
と
し
て
助
成
制
度
を
説
明

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
徳
島
県

関
係
者
と
旅
行
会
社
担
当
者

に
よ
る
意
見
交
換
会
や
懇
親

会
が
行
わ
れ
た
。

　
徳
島
県
は
、
県
外
か
ら
の

誘
客
促
進
や
宿
泊
者
数
の
増

加
に
向
け
、「
阿
波
お
ど
り
」

だ
け
で
な
い
徳
島
の
魅
力
を

発
信
。
ア
ニ
メ
と
コ
ラ
ボ
し

た
企
画
や
新
た
な
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
開
発
を
推
進
し
て

い
る
。

　
阪
急
交
通
社
は
１
日
、
Ｊ

Ｒ
西
日
本
の
「
こ
う
の
と
り


号
」
の
増
結
編
成
を
貸
し

切
り
、
竹
田
城
跡
（
兵
庫
県

朝
来
市
）
の
早
朝
の
雲
海
を

観
賞
す
る
ツ
ア
ー
を
発
売
し

た
。
１
人
で
２
座
席
を
利
用

す
る
た
め
、
１
日

人
限
定

と
な
る
。

　
ツ
ア
ー
は
、
こ
う
の
と
り


号
の
増
結
編
成
を
福
知
山

で
切
り
離
し
、
休
憩
を
入
れ

た
後
最
寄
り
駅
と
な
る
和
田

山
駅
ま
で
、
同
社
が
名
付
け

た
「
雲
海
列
車
」
と
し
て
走

行
す
る
。
下
車
後
は
歩
い
て

立
雲
峡
展
望
台
に
向
か
う
。

　
天
気
が
悪
く
雲
海
が
見
ら

れ
な
い
場
合
は
、
竹
田
城
跡

周
辺
の
地
形
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
。
雲
海
に
挑
戦
し
た
後

は
卵
か
け
ご
飯
定
食
を
食
べ

な
が
ら
竹
田
城
跡
の
説
明
を

受
け
、
入
場
す
る
。

　
ツ
ア
ー
名
は
「
雲
海
列
車

で
い
く
　
早
朝
の
『
竹
田
城

跡
』
夜
行
日
帰
り
」
。
出
発

日
は

月
８
、９
、
、
、


、

、

、

日
で
、
旅

行
代
金
は
大
人
１
人
１
万
４

９
８
０
円
。

　
同
社
は
「
雲
海
の
発
生
率

が
高
い
早
朝
に
、
ビ
ュ
ー
ス

ポ
ッ
ト
で
あ
る
立
雲
峡
を
個

人
で
訪
れ
る
の
は
困
難
だ

が
、
列
車
を
利
用
し
、
安
全

面
に
配
慮
し
た
体
制
を
整
え

る
こ
と
で
幅
広
い
層
の
参
加

を
可
能
し
た
」
と
話
し
て
い

る
。

　
香
川
県
は
観
光
振
興
な
ど

を
目
的
に
、
日
本
航
空
（
Ｊ

Ａ
Ｌ
）
と
包
括
連
携
協
定
を

結
ん
だ
。
こ
れ
ま
で
、
「
さ

ぬ
き
讃
フ
ル
ー
ツ
」
の
ブ
ラ

ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み
な
ど

を
通
し
て
県
産
品
の
振
興
に

努
め
て
き
た
が
、
協
定
締
結

で
さ
ら
に
緊
密
な
相
互
連
携

を
行
う
。

　
協
定
は
観
光
の
ほ
か
、
交

流
人
口
の
拡
大
、
文
化
・
県

産
品
の
振
興
な
ど
計
４
項

目
。

　
メ
イ
ン
は
観
光
振
興
を
通

じ
た
地
域
活
性
化
で
、
Ｊ
Ａ

Ｌ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
旅

行
商
品
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
訪
日
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を

活
用
し
、
海
外
か
ら
観
光
客

を
誘
致
す
る
。

　
交
流
人
口
拡
大
で
は
、
９

月
か
ら
高
松
―
羽
田
線
で

「
乗
継
割
引

」
の
対
象
路

線
を
拡
大
。北
海
道
や
東
北
、

北
陸
な
ど
と
香
川
が
行
き
来

し
や
す
く
な
る
と
い
う
。

　
文
化
振
興
で
は
、
「
瀬
戸

内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
９
」

の
旅
行
商
品
を
造
成
す
る
ほ

か
、
機
内
誌
で
香
川
の
情
報

を
掲
載
す
る
。




